
　新宿区及び東京商工会議所新宿支部は、区内中小企業振興策の一環として新宿

区優良企業表彰制度(新宿活き活き経営賞)を実施しています。

　この表彰制度は、経営革新、経営基盤の強化などの取組みにより優れた実績を

あげ、地域産業の発展と向上に貢献した中小企業を表彰するものです。

受　賞　企　業受　賞　企　業

経営大賞（新宿区長賞） 経営大賞（東京商工会議所新宿支部会長賞）

・ナミキ商事  株式会社 ・株式会社  土屋建築研究所

地域貢献賞 優　　秀　　賞

・株式会社  博勝堂 ・株式会社  朝倉メガネ

・コアフロント  株式会社

・株式会社  ナビ設計

【主 催】新宿区・東京商工会議所新宿支部

平成22年度

【第11回 新宿活き活き経営賞】【【【第第1111回回 新新新新宿宿宿宿宿宿宿宿宿活活活活活活活きき活活活活活活活活活活きき経経経経経経営営賞賞】】】

新宿区優良企業表彰
地域貢献賞

　株式会社博勝堂は、昭和31年創業、昭和33年に法人改組、創業以来一貫
して製本業としての事業活動を行ってきた、新宿区の地場産業である印刷・製
本関連業を象徴する企業のひとつです。
　同社は、製本に関する企画・提案事業、オフセット印刷などの印刷事業、洋本、
和本双方での製本・紙加工事業などからなり、自費出版など小口のニーズにも
対応できる受注の柔軟性を持った事業展開を行ってきています。
　同社の特徴は、創業50年を超えるノウハウと実績とを持ち、ことに四つ目
綴じ、大和綴じなどの和本分野での豊富な経験や高級美術特殊製本での抜きん
出た技能を有することにあります。他方で、印刷・製本関連産業が機械化を旺
盛に進めてきた中で、同社は人の手作業と熟練に支えられた製本工程を重視し、
インターネットを活用した小口で分散的な各種個人需要にも柔軟に対応できる
オンデマンド加工体制を構築し、経営環境の構造的な悪化が続いている出版・
印刷関連業の中で、安定した収益基盤を構築し、収益を上げるまでに至ってい
ます。
　同社は、製本という領域で文字文化を支え、「‶綴じる”には、‶伝える”と
いう“役割”がある」との誇りを持って事業を展開し、新宿区地場産業として
のあり方を示しています。同社は知的障害者雇用、外国人研修生受け入れ、ま
た製本教室、和綴じ・特殊本の文化を区民に伝えることなど、社会の一員とし
ての企業のあり方を求め、地域との接点を積極的に広げる経営姿勢が、地域貢
献賞に相応しいと評価されました。

株式会社 博勝堂
〒162-0812　新宿区西五軒町9-1 代表者　渡辺 博之

わたなべ  ひ ろ ゆ き

製本業

創業　1956年（昭和31年）　　　資本金　1300万円　　　従業者数　11名

優　秀　賞

　株式会社朝倉メガネは、創業が明治６年にまで遡り、創業者の朝倉松五郎氏
がウィーン万国博覧会に政府随行員として参加、レンズの製造技術を学んで国
内で初めてメガネレンズの製造を始めたとされる由緒来歴ある企業です。法人
化は昭和41年、以来メガネ小売業として事業展開を行い、現在は本店と三つ
の支店、ひとつの営業所を持つに至っています。同社のモットーは「見える感
動」。医療用器具としてのメガネという認識の下で、社員教育に力を入れた基
本的で重要な事業理念を堅守しています。
　同社の特徴は、メガネ小売業界が全般に価格競争へとのめり込む中で、メガ
ネは医療用器具であることを明確にし、ユーザーの一人ひとりに合った見え方
のコンサルティング、加工、フィッティングに至るまで手間をかけた販売に注
力するという、小売業としての本来的な事業展開を実行している点にあります。
　さらに、同社の「ロービジョンケア」、つまり日常生活に支障をきたす方へ
の本格的な取組みを行っていることでも注目されます。
　同社はロービジョンケア関連分野では「リーダーカンパニー」の位置にあり、
ロービジョンケア事業に象徴される同社の理念的特徴が、過激な価格競争を
行っているメガネ小売業界での差別化要因ともなり、同社の独自性を際立たせ
ています。同社では徹底したユーザーサイド事業を実行し、設備投資の実施、
社員教育の徹底など、他社にとって範となる経営姿勢を貫き、実績をあげてい
ることから、優秀賞に相応しいと評価されました。

株式会社 朝倉メガネ
〒160-0004　新宿区四谷1-8 代表者　佐々 博己

さ さ ひ ろ み

メガネ小売

創業　1873年（明治6年）　　　資本金　1530万円　　　従業者数　40名

四谷本店

和綴じ作業

四谷本店ロービジョンルーム

和気あいあいの集合写真



経営大賞（新宿区長賞）

　ナミキ商事株式会社は、医薬品原料（ジェネリック医薬品原料）を取り扱う商社として昭和49年に新宿区で

創業、以来「医薬品」と、新たな医薬品が製品化されるまでの研究開発過程で使われる「薬のタネ」となる化学

物質の「創薬化学品」との双方を中心に事業活動を行っています。同社の事業展開は、スクリーニング化合物、

有機各種中間体を扱う創薬化学品部、医薬品原料・中間体と製剤の販売を行う医薬品部などに加え、平成19年に、

化合物評価サービスを行うバイオ探索部を創設し、名実共に製薬企業の「戦略的パートナー」としての地位を築

いています。

　同社の特徴は、医薬品、創薬化学品を取り扱う商社として、創業以来の実績の上に立って製薬企業の高い信頼

を得ている点にありますが、新たに事業を開始したバイオ探索部などによって、厳しい競争環境下で近年ますま

す高度化、複雑化している製薬事業に対し、必要不可欠な化合物評価サービスなどを提供する企業としてパイオ

ニアの役割を果たしてきている点にあります。

　さらに平成18年には、インターネット上での化合物検索データベース“ChemCupid（ケム・キューピッド）"

を立ち上げて 掲載化合物数450万品目にものぼる検索サービスを無料で提供し、製薬企業にとどまらず研究機

関、大学に至る試験研究の利便性を高め、「困った時のナミキ商事」との評価を得ています。同社のたえず挑戦

的で革新力に満ちた経営が経営大賞に相応しいと評価されました。

ナミキ商事 株式会社
〒160-0022　新宿区新宿5-5-3　建成新宿ビル3階 代表者　並木 達也

な み き　た つ や

医薬品原料・創薬化学品原料の卸売

創業　1974年（昭和49年）　　　資本金　1000万円　　　従業者数　33名

経営大賞（東京商工会議所新宿支部会長賞）

　株式会社土屋建築研究所は、昭和48年に創業、翌49年新宿区に移転し、建築企画・設計・監理、建築研究開発、

建物調査・診断・査定など幅広い領域を行う企業です。

　同社は、建築業務の幅広い領域を自社内で着実に行うことのできる人材と管理体制を持ち、30年以上の実績

を積みあげてきた企業であり、受注型産業である建築業界において高い競争力を持っています。その要因として

は、建築のハード面だけではなく、総合的な環境において構想し、ひとに優しい建築の原点に戻り、ソフト面か

ら提案するノウハウをもって事業活動を実践してきている点にあります。さらに、耐震診断業務での長い実績を

持ち、耐震診断、耐震補強設計、耐震工事監理を一貫して行うだけの業績とそれを実現するための研究開発を行っ

てきた企業という特徴も備えています。

　また、近年の建築産業をめぐるきわめて厳しい市場環境の下、一級建築士事務所として住宅設計だけでも年間

250棟以上の設計実績を誇る企業であり、受注比率は官公庁からの発注にやや重きをおき、近年の業績も安定し

たものとなっています。このような同社の営業実績に反映された高い信頼性は、同社が建築技術と建築思想の革

新にたえず取り組んできた成果であり、耐震技術から意匠に至る広い領域での競争力を高めてきた意欲的な経営

実践が、経営大賞に相応しいと評価されました。

株式会社 土屋建築研究所
〒160-0023　新宿区西新宿6-14-1　新宿グリーンタワービル4Ｆ 代表者　土屋　正

つ ち や 　 ただし

建築設計

創業　1973年（昭和48年）　　　資本金　1000万円　　　従業者数　40名

本社オフィス

耐震工事を施した校舎（青梅市）

耐震工事

海外から輸入した創薬化学品

海外仕入れ調達部隊


